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(1985年)

12月25日(水)まで開催中

　ところ…中央公民館ロﾋﾞ-

第722号

61年2月23日(日)に

　
▼
と
き
・
・
・
6
1
年
２
月
2
3
日
㈲
、

図
大
決
行
▼
翼
け
付
け
…
午
前
８

時
～
９
時
、
太
陽
が
丘
公
園
セ
ン

タ
ー
前
▼
種
目
・
・
・
左
表
の
と
お
り

▼
参
加
資
格
・
・
・
中
学
生
以
上
で
健

康
な
人
▼
参
加
費
二
般
二
千
円
、

高
校
生
千
円
、
中
学
生
五
百
円
▼

甲
し
込
み
・
・
・
所
定
の
申
込
書
に
参

加
費
公
印
そ
、
「
〒
Ⅲ
早
治
市
五

ヶ
庄
三
番
割
・
剛
早
治
市
体
育
協

会
内
第
３
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大

会
事
務
局
」
へ
現
金
書
留
で
。
締

め
切
り
は
6
1
年
１
月
1
4
日
脚
ｙ
問

忿
Ｂ
せ
・
・
・
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大

会
事
務
局
（
豊
⑩
1
9
0
5
）
へ
。

　
な
お
、
大
会
要
項
と
申
込
書
は
、

宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
、

太
陽
が
丘
公
園
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
’
‐
ｉ
、

市
教
育
委
員
会
市
民
体
育
課
、
中

央
・
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。
　
吊
民
体
育
課
）

競技種目

531

距　　離 記号 種　　　　　別

5kmの部

Ａ 中学生　　　　　　　男子

Ｂ 中学生　　　　　　　女子

Ｃ 一　般（高校生を除く）男子

Ｄ 一　般（高校生以上）女子

Ｅ 壮　年（io歳以上）　男子

Ｆ 壮　年（35歳以上）　女子

10kmの部
Ｇ 一　般（高校生以上）男子

Ｈ 一　般（高校生以上）女子

20kmの部
Ｉ 一　般（高校生以上）男子

Ｊ 一　般（高校生以上）女子

※20limの部は、男女を問わず関門制限を行い、

　15km通過２時間以内、ゴールは２時間30分と

　する。

6
1
年
４
月
１
日
か
ら
実
施

文化会館の利用団体

府・市の後援団体に

　　　　　使用料を助成

　
助
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
七
月
に
使
用
料
の
助
戌
審

査
委
員
心
夢
設
置
し
、
市
民
文

化
の
普
及
向
上
に
寄
与
す
る
た

め
'
≪
法
人
平
等
院
か
ら
の

寄
付
金
一
億
円
か
基
に
文
化
会

館
か
佃
踊
ず
る
団
体
や
サ
ー
ク

ル
に
対
し
て
使
用
料
の
助
成
を

検
討
。
こ
の
ほ
ど
、
使
用
料
の

助
成
規
程
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
（
対
象
と
な
る
団
体
等
）

　
山
団
体
の
事
務
所
が
市
内
に

あ
り
、
会
則
等
で
そ
の
所
在
地

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　
四
一
行
政
（
京
都
府
、
宇
治
市
、

府
・
市
教
育
委
員
会
）
が
後
援
す

る
催
し
物
で
あ
る
こ
と
（
昭
和

6
1
年
４
月
１
日
以
降
）
。

　
ａ
市
民
が
自
由
に
鑑
賞
出
来
・

る
催
に
栃
で
、
入
場
料
そ
の
他

こ
れ
に
早
右
料
金
を
徴
収
し

な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
千
円
以

内
の
実
費
程
度
の
も
の
を
除
ぐ
。

　
〔
対
象
と
し
な
い
団
体
等
〕

　
剛
営
利
を
目
的
と
す
る
催
し

物
。

　
②
町
政
が
主
催
す
る
催
し
物
。

　
閣
内
容
が
個
人
の
発
表
会
的

な
も
の
。

　
倒
そ
の
他
、
審
査
委
員
会
が

不
適
当
と
認
め
る
催
し
物
。

　
〔
対
象
と
な
る
施
設
等
〕

　
印
雲
帑
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
ま
た
は
小
ホ
ー
ル
。
こ
の
場

合
、
楽
屋
な
ど
の
付
属
施
設
を

含
む
。

　
○
付
属
設
備

〔
助
成
の
範
囲
等
〕

　
Ⅲ
助
成
は
予
算

の
範
囲
内
で
打
う

も
の
と
し
、
対
象
と
な
る
の
は

大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
、
付
属

施
設
の
使
用
料
。

　
口
照
明
、
立
腸
装
置
な
ど
の

設
備
使
用
料
。

　
倒
一
団
体
に
つ
き
、
一
年
に

二
回
以
内
（
リ
ハ
ー
サ
ル
と
本

番
を
含
む
）
。
一
回
の
時
間
区
分

は
午
前
、
午
後
、
夜
間
の
内
、
連

続
す
る
二
区
分
と
す
る
。

　
〔
申
請
の
手
続
き
等
〕

　
出
助
成
を
希
望
ず
る
団
体
は
、

原
則
と
し
て
事
業
実
施
予
定
日

の
三
ヵ
月
前
ま
で
に
、
事
業
実

施
計
画
申
請
書
を
理
事
長
に
提

出
す
る
こ
と
。

　
Ｃ
Ｏ
団
体
の
事
業
実
施
後
、
理

事
長
は
使
用
料
の
助
成
審
査
委

員
会
に
依
頼
し
χ
害
を
審
査
。

助
成
額
を
定
め
、
事
業
実
施
計

画
承
認
（
不
承
認
）
通
知
書
で
連

絡
。

　
圀
団
体
が
助
成
金
の
交
付
甲

請
忿
脊
蒔
は
、
助
成
金
交
付

申
請
書
と
請
求
書
忿
球
や
か
に
、

理
事
長
に
提
出
。

　
㈲
理
事
長
が
申
請
夕
受
理
し
、

必
要
と
認
め
た
時
は
、
助
成
金

交
付
決
定
通
知
書
を
交
付
。

　
（
旱
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

善
法
児
童
公
園
な
ど
に

１
億
９
千
５
百
3
1
万
円
を
計
上

二
十
四
日
ま
で
の
土
八
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
て
い
ホ
チ
。

　
こ
の
定
例
心
一
に
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
案
を
ほ

じ
め
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
案
、

六
地
蔵
南
男
屏
の
建
設
に
伴

う
「
宇
治
市
公
会
堂
等
の
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
忿
収
正
」
案
な
ぺ
七

議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
未
了
。

　
今
後
。
各
委
員
心
一
で
議
案
等

の
審
議
が
行
わ
れ
、
十
二
月
二

十
四
日
の
本
会
議
で
議
決
さ
れ

る
予
疋
で
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
総
額

は
、
一
億
九
千
五
百
三
十
一
万

四
千
円
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は

二
亘
八
十
七
億
八
千
五
百
七
十

六
万
円
と
な
り
未
了
。

　
主
な
事
業
で
は
、
町
つ
く
り

の
一
環
と
し
て
の
善
法
児
童
公

園
用
地
の
取
得
経
費
や
道
路
改

良
工
事
費
（
追
加
）
剪
訂
上
。
こ

の
他
に
文
化
セ
ン
タ
ー
舞
台
関

係
等
春
闘
入
費
や
笠
取
地
区

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費
な
ど

も
計
上
。
債
務
負
担
行
為
と
し

て
は
、
㈲
河
原
青
少
年
セ
ン
タ

ー
建
設
用
地
費
か
計
上
し
て
い

‘
手
。

補
正
予
算
案
の
あ
ら
ま
し

　
　
（
一
般
会
計
）

　
▼
京
都
府
知
事
選
営
高
経

費
に
六
百
四
十
九
万
九
千
円
▼

文
化
セ
ン
タ
ー
舞
台
関
係
等
備

に
躍
入
費
に
一
千
八
百
万
円
▼

巨
椋
（
お
ぐ
ら
）
池
排
水
対
策
特

別
事
業
分
相
金
の
追
加
に
五
百

二
十
九
万
七
千
円
▼
道
路
改
良

工
事
費
の
追
加
に
四
千
二
百
万

円
▼
善
法
児
童
公
園
用
地
購
入

費
に
五
千
万
円
▼
笠
取
地
区
ス

ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費
に
三
百
六

十
万
円
▼
小
・
中
学
校
就
学
援

助
費
追
加
に
六
百
五
十
二
万
三

千
円
▼
善
法
地
区
墓
地
整
備
事

業
に
三
百
二
万
八
千
円
▼
城
南

衛
生
管
理
組
合
ゴ
ミ
処
理
分
担

金
の
追
加
に
六
千
二
百
五
十
七

万
円
。

　
　
（
特
別
会
計
）

　
▼
早
島
市
交
通
災
害
共
済
事

業
特
別
会
計
に
一
千
三
百
七
干

三
万
九
千
円
▼
宇
治
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
に
債
務
負

担
行
為
羞
楚
。

第3回宇治川マラソン大会

前回（60年2月）は1,600人が参

加

ふるってご参加を!

12月補正

予算案

演奏会　ベルリン・フィル八奏団

61年1月12日（日）午後2時

文化会館大ホール

モーツァルト「アイネクライ

ネ・ナハトムジーク」他2曲

入場料一般3，000円子ども2，500円

入場券発売所
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冬
休
み

親
子
映
画
の
集
い

　
冬
休
み
の
ひ
と
と
き
、
親
子
そ

ろ
っ
て
映
画
を
鑑
賞
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
中
央
・
宇
治
・
木
幡
・
小

倉
公
民
館
で
は
、
親
子
映
画
の
集

い
か
聞
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
心
温

ま
る
作
品
ば
か
り
で
す
。
年
末
の

忙
し
い
時
で
す
が
、
ご
家
蓼
蒐
一

っ
て
芙
船
越
ト
ｙ
Ｘ
だ
さ
い
。
入

これからの
国民年金①

　
Ｉ
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

国
民
年
金
制
度
が
套
ぢ
ま
す
。

新
国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
質

問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
で
た
め
に
、

シ
リ
ー
ズ
で
四
回
に
わ
た
り
、

新
制
度
の
内
容
や
手
続
き
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
現
在
、
国
民
年
金
任
意

　
問
加
入
の
者
で
す
が
、
社

　
　
　
会
保
険
庁
か
ら
現
況
届

1
2
月
2
5
・
2
6
日
に
4
公
民
館
で

場
は
無
料
で
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
左
下
表
の

と
お
り
▼
上
映
作
品
・
：
「
宗
谷
物

語
～
南
極
へ
の
挑
戦
Ｉ
」
Ｉ
カ
ラ

ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
4
8
分
、
「
お

じ
い
さ
ん
と
て
ぷ
ぐ
ろ
の
お
ぎ

＝
カ
ラ
ー
作
品
1
0
分
、
「
ま
ん
が

日
本
昔
ば
な
し
ト
笠
地
蔵
－
」
＝

▲親子で楽Ｌく土いじり(小倉公民館親子園芸教室から)

カ
ラ
ー
作
品
1
0
分
。

（
中
央
・
早
治
・
木
幡
・
小
倉
公
民
館
）

　
　
　
　
　
◇

　
宇
治
公
民
館
と
中
央
公
民
館
で

は
、
ロ
ビ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
公

民
館
活
動
の
作
品
展
示
会
を
開
催
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
ぐ
だ
さ
い
。

　
中
央
公
民
館

　
市
民
交
流
ロ
ビ
ー

　
▼
期
間
…
ｐ
一
月
1
1
日
困
～
2
7
日

倒
▼
と
こ
そ
・
中
央
公
民
館
市
民

交
流
ロ
ビ
ー
▼
内
容
・
・
・
宇
治
公
民

親子映画の集い日程表

月日 時　間 会　場

12/25
　困

午前10時~11時半 小倉公民館

午後2時~3時半中央公民館

12/26
　困

午前lO時～ll時半 木幡公民館

午後2時-3時半宇治公民館

　各公民館の所在地

○宇治市中央公民館…折居台

　１の1 （き⑩14 11）

○宇治市宇治公民館…宇治里

　尻71の9 （aR 2 8 0 4）

○中治市木柵公民館…木幡内

　畑34の7 （aR 8 2 9 0）

c宇治市小倉公民館…小倉町

　寺内91 （n⑩4 6 8 7）

館
和
紙
豆
人
形
サ
ー
ク
ル
の
作
品

で
、
和
括
Ｅ
人
形
の
お
茶
つ
ぼ
道

中
な
ど
盈
展
示
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
宇
治
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
▼
期
間
・
・
・
1
2
月
1
2
日
困
ふ
百

側
▼
と
こ
ろ
・
・
・
早
治
公
民
館
一
階

玄
関
横
▼
内
容
・
・
・
里
震
民
館
年

賀
状
つ
く
口
教
室
の
悟
冒
示
。

　
　
　
　
　
　
（
早
島
公
民
館
）

お
知
ら
せ

　
在
宅
寝
た
き
り
者
の

　
訪
問
指
導
員
を
募
集

　
老
人
保
健
法
に
匙
ぐ
在
宅

寝
た
き
ひ
者
に
対
す
る
訪
問
指
導

現
況
届
す
べ
て
の
人
が
対
象
に
？

書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ど

の
様
な
場
合
に
届
け
出
が
必
要

な
の
で
し
よ
シ
か
。

　
　
　
次
に
該
当
す
る
人
は
、

　
答
魏
届
覆
出
す
る
必

　
　
　
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
①
現
況
届
書
夕
提

出
す
る
時
既
に
、
国

民
年
金
任
意
加
入
被

現状届

保
険
者
の
資
格
喪
失
申
請
を
し

て
い
る
人
②
厚
生
年
金
の
被
保

険
者
で
あ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

妻
で
、
夫
が
6
1
年
４
月
１
日
現

在
で
6
5
歳
以
上
に
な
る
人
。
ま

た
、
夫
が
6
5
歳
未
満
で
も
妻
が

ｏ
ｎ
　
。
あ
れ
ば
届
け
出
の

心
四
こ
こ
に

ま
せ
ん
③
現
在
ヽ

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

る
が
、
厚
生
年
金
受
給
資
格
期

間
を
満
た
し
て
い
る
人
と
そ
の

済
法
案
成
立
後
に
具
体
的
な
届

け
出
方
法
が
定
め
β
聾
子
）
。

に
従
事
す
る
嘱
託
職
員
（
非
常
動
）

を
募
集
し
乖
７
。

　
▼
応
募
資
格
…
保
健
婦
、
看
護

婦
の
免
許
を
持
ち
、
一
週
間
に
半

日
単
位
で
２
回
以
上
勤
務
可
能
な

人
▼
蔦
集
人
数
・
・
・
若
干
名
▼
募
集

期
間
・
・
・
1
2
月
1
1
日
～
2
1
日
▼
５
募

先
…
履
歴
書
に
免
許
証
の
写
し
を

添
え
、
保
健
予
防
課
（
宇
治
琵
琶

3
3
・
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
（
郵

送
の
場
合
は
、
締
め
切
り
当
日
の

消
し
印
ま
で
有
効
）
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
面

接
試
験
に
よ
り
決
定
。
詳
し
ぐ
は

保
健
予
防
課
ま
で
お
問
い
負
笹

く
だ
さ
い
。
　
（
保
健
予
防
課
）

　
重
度
身
体
障
害
者

　
日
常
生
活
用
具
給
付
の
追
加

　
重
度
身
体
障
害
者
且
犀
活
用

具
の
給
付
種
目
が
追
加
吝
れ
ま
し

た
。

　
▼
体
む
変
換
器
・
：
下
肢
ま
た
は

体
幹
機
能
障
害
ｚ
級
以
上
（
下
着

交
換
等
に
当
た
っ
て
家
族
等
他
人

の
介
助
忿
芋
ふ
人
に
限
る
）
の

人
が
対
象
。
介
助
者
が
障
害
者
の

体
位
を
変
換
さ
せ
る
の
に
容
易
に

使
用
出
来
ま
で
。
基
準
価
格
は
一

万
四
千
五
百
円
。
▼
章
人
用
は
か

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ホ
ヂ
。
届

け
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
宇

治
市
政
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ

し
‘
手
。

　
　
夫
は
厚
生
年
金
、
私
は

問
国
民
年
金
に
加
入
し
て

　
　
い
ま
す
が
、
社
会
保
険

　
　
夫
が
厚
生
年
金
に
加
入
　
庁
か
ら
国
民
年
金
任
潭
加
入
被

問
し
て
お
り
、
私
は
健
康
　
保
険
者
侶
窟
書
が
送
穴
て

　
　
保
険
の
被
扶
養
者
に
認
　
来
ま
せ
ん
。
ど
ラ
ア
れ
ば
艮
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
し
よ
ラ
か
。

6
0
歳
以
上
の
妻
は
要
　

妻
④
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
の

妻
で
あ
る
が
、
夫
の
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
な
い
人
⑤
共
済
組
合
の
組

合
員
で
あ
る
夫
の
被
扶
養
者
と

し
て
認
害
沢
一
て
い
る
妻
（
共

定
さ
れ
て
い
未
了
。

　
　
　
　
　
”
冦
も
、
加
入
種
別
が
強

新
国
民
年
　
゛
制
加
入
被
保
険
者
に
な
っ
て
い

金
制
度
で
は
第
三
号
被
保
険
者

に
な
る
そ
う
で
す
が
・
…

　
　
　
第
云
疆
保
険
者
の
届

答
け
出
は
、
六
十
一
年
四

　
　
　
月
以
降
に
し
て
い
た
だ

れ
ば
、
社
会
保
険
庁
か
ら
現
況

届
書
は
送
Ｇ
れ
て
来
ま
せ
ん
。

じ
か
し
、
夫
が
厚
生
年
金
の
被

保
険
者
で
、
か
つ
夫
の
健
康
保

険
の
被
扶
養
者
と
し
て
認
定
さ

暮らしの資金　年末貸し

付け　12月

18日まで受

け付け

り
・
・
・
視
覚
障
害
２
級
以
上
の
人
（

章
人
だ
け
の
世
帯
ま
た
は
こ
れ
に

準
じ
る
世
帯
）
が
対
象
。
視
覚
障

害
者
が
容
易
に
使
用
出
来
ま
す
。

基
準
価
格
は
三
里
〈
百
円
。

　
詳
１
　
て
は
、
福
祉
事
務
所
福
祉

課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
問

ｋ
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
（
福
祉
課

　
や
ま
ふ
き
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス

　
や
ま
ぷ
き
学
級
で
は
、
障
害
者

青
年
の
。
た
ま
盆
ｒ
と
し
て
、

や
ま
ぶ
き
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
を
開

催
。
今
回
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
特
別

企
画
で
す
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
2
2
日
面
、
午
後

ｏ
時
半
Ｌ
Ｉ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
学
校
卒
業

れ
て
い
る
妻
は
、
爾
戻
届
夕
提

出
す
る
対
象
と
な
り
未
了
。

　
夫
の
厚
生
年
金
被
保
険
者
証

と
健
康
保
険
証
、
妻
の
国
民
年

金
垂
唄
と
印
鑑
忿
持
っ
て
、
六

十
一
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

市
役
所
保
険
年
金
課
で
手
続
き

を
し
で
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
書
な
ど
の
お
問
い
合

わ
せ
は
保
険
年
金
課
（
S
C
3

1
4
1
）
へ
。
（
保
険
年
金
課
）

　
　
　

…
…
…
…
…
。
：
；
い
。
。
一

　
牛
活
に
お
困
ひ
の
世
帯
に
暮
ら

し
の
資
金
夕
賃
し
付
け
ま
す
。

　
▼
貸
付
金
額
・
：
年
間
1
0
万
円
以

内
（
夏
期
と
冬
期
を
命
口
せ
て
）

▼
貸
し
付
け
条
件
・
・
・
無
利
子
・
無

担
保
。
返
済
は
４
ヵ
月
間
据
え
置

い
た
後
2
0
ヵ
月
の
月
賦
返
済
で
▼

貸
し
付
け
対
象
・
・
・
昭
和
6
0
年
1
2
月

1
1
日
現
在
で
市
内
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
甲
盆
録
を
し
て
６
ヵ
月

以
上
の
人
で
、
収
入
が
牛
活
保
護

基
翠
の
Ｍ
倍
以
内
、
冬
期
ボ
ー
ナ

後
Ｑ
心
身
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
▼
参
加
費
・
：
実
費
▼
問
い
合
わ

竿
・
教
育
委
員
ｅ
訟
教
育
課
（
き

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

　
来
春
の
市
営
結
婚

　
挙
式
希
望
者
を
募
集

　
市
で
は
、
簡
素
な
中
に
も
厳
粛

な
結
婚
式
衆
と
市
民
会
館
（
宇
治

公
民
館
）
で
、
市
営
結
婚
式
を
行

っ
て
い
ま
す
。
来
春
の
挙
式
希
望

者
夕
次
の
と
お
り
募
集
し
津
ｙ
。

　
▼
挙
式
可
能
Ｅ
・
：
6
1
年
２
月
２

日
面
・
秤
吊
・
2
3
旦
凹
・
2
5
B

㈹
、
３
月
３
日
間
▼
利
用
条
件
・
：

新
郎
、
新
婦
の
多
尽
か
が
市
民

で
あ
る
こ
と
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
2
月

1
2
日
か
ら
2
6
日
ま
で
の
問
に
、
申

込
書
吊
民
会
館
に
備
ｔ
符
け
の

も
の
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

印
鑑
と
挙
式
料
二
千
円
奎
添
え
て

市
民
会
館
へ
。

　
お
二
人
に
は
、
門
出
か
択
し
て

記
念
品
を
進
呈
し
柔
７
．
ま
た
、

記
念
写
真
、
披
露
宴
な
ど
は
ご
相

談
鴛
詳
し
ぐ
は
、
早
治
市
民
会

ス
の
無
い
世
帯
（
牛
活
保
護
世
帯

は
除
ぐ
）
。
既
に
暮
β
し
の
資
金

の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
る
世
帯

は
、
貸
付
金
の
半
額
以
去
返
済

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
▼
申

し
込
み
・
：
1
2
月
甘
吊
か
掻
甘

困
ま
で
の
間
に
、
地
区
担
当
の
民

牛
萎
員
ｗ
-
ｅ
と
ｔ
)
相
談
の
上
、
申

込
書
に
住
民
票
謄
本
（
外
国
人
登

録
済
証
明
書
）
夕
添
え
て
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

館
（
宇
治
里
尻
7
1
－
９
・
公
⑩
２

～
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ

さ
い
。
　
　
　
　
（
市
民
＜
Ｋ
館
）

　
歴
史
資
料
館
の
臨
時
休
館

　
十
二
月
二
十
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
、
展
示
替
え
な
ど
の
た
め
臨

時
休
館
し
ま
す
。
新
年
の
展
示
は
、

一
月
七
ぼ
㈹
か
ら
三
月
末
ま
で
、

「
山
あ
い
の
村
々
」
と
題
し
て
企

画
展
を
開
催
。
ご
期
待
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
財
形
の
進
学
融
資

　
財
形
進
学
融
資
と
は
、
進
学
ず

る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
お
貸
し

す
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。

　
▼
融
資
対
象
・
・
・
財
形
貯
蓄
・
財

形
年
金
貯
蓄
を
し
て
い
る
勤
労
者

八
そ
の
勤
労
者
に
進
学
融
資
の
貸

Ｌ
付
け
牽
ず
る
事
業
車
柔
た
は
事

業
主
団
体
▼
融
資
額
・
・
・
財
形
貯
蓄

残
高
の
１
倍
（
三
百
万
円
以
内
）

▼
問
い
合
わ
せ
…
雇
用
促
進
事
業

団
大
阪
支
部
（
き
０
６
㈲
7
6
9

5
）
へ
。
（
雇
用
促
進
事
業
団
）

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
平
月
余

り
。
本
格
的
な
寒
さ
の
訪
れ
や

新
年
の
準
備
に
と
、
こ
れ
か
ら

は
火
気
奎
哭
４
釜
が
多
く
な

り
ま
す
。
年
末
年
始
は
何
か

と
慌
た
だ
し
ぐ
、

一
般
的
に
注
意
力

が
散
慢
に
な
り
、

火
気
に
対
し
て
警

球
心
が
低
下
し
ま

す
。
　
消
防
本
部
で
は
、

十
二
月
二
十
日
か

ら
。
無
火
災
で
過

ご
そ
ラ
年
末
年
紳

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

火
災
予
防
運
動
を

展
開
し
泳
す
。

　
市
民
の
皆
六
λ
も
、
防
火
意

識
を
一
層
強
め
、
火
災
発
生
防

止
牽
心
掛
け
、
火
災
に
よ
る
人

命
ｙ
財
産
の
損
失
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　防火チェックの励行で

無火災の年末年始を

こ
の
機
会
に
、
家

庭
で
の
防
火
対
策

を
再
確
認
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

〈
火
の
用
心
‐
七
つ

　
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
①
寝
た
ば
こ
や

た
ぱ
こ
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い
②
子

＾
Ｗ
)
に
マ
ッ
チ
や

ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば

せ
な
い
③
風
が
強

い
時
は
、
た
き
火

を
し
な
い
④
天
ぷ

^
ｆ
ｌ
Ｍ
｜
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
⑤
家
の
周
り
に
燃

え
や
す
い
物
夕
置
か
な
い
⑥
ふ

ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
⑦
ス
ト

ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
物
か
近

付
け
な
い
。

　
防
火
チ
ェ
ッ
ク
励
行
で
無
火

災
の
年
末
年
始
べ
（
消
防
本
部
一

人
口
1
6
万
５
千
４
百
1
1
人
に

　
　
6
0
年
国
勢
調
査
ま
と
ま
る

　
市
民
の
貿
兄
の
協
力
を
得

て
、
十
月
一
日
に
実
施
レ
だ
国

勢
調
査
の
人
口
概
数
が
次
と
ま

り
ま
し
た
。

　
人
口
総
数
は
、
土
八
万
五
千

四
百
十
一
人
（
男
八
万
一
千
九

百
人
、
女
八
万
三
千
五
百
干
一

人
）
。
五
十
五
年
に
行
っ
た
前

回
の
調
査
に
比
べ
、
一
万
二
千

七
百
十
九
人
、
約
八
・
三
三
％

増
加
し
て
い
未
了
。
増
加
率
は

前
回
の
一
四
・
四
六
％
か
ら
減

少
し
て
お
り
、
人
口
増
加
は
、

落
ち
着
い
て
き
て
い
る
と
言
え

ま
ず
。

　
人
口
予
想

　
第
１
位
に
岡
崎
さ
ん

　
今
回
の
国
勢
調
査
を
前
に
、

市
民
の
哲
兄
か
ら
千
月
一
日

の
本
市
人
口
予
想
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
百
で
十
一
人
か
ら
ご

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
岡
崎
竹
一
さ
ん
（
小
倉

町
堀
池
）
が
、
一
人
違
い
の
最

も
近
い
数
値
か
予
想
さ
れ
、
賞

品
と
記
念
品
を
お
贈
ぴ
し
津
す

ま
た
、
次
に
近
い
予
想
の
十
人

に
も
、
賞
品
と
記
念
品
を
お
贈

S
i
し
ま
す
。
　
　
（
企
画
課
）

532

菟
道
地
区
、
西
小
倉
地
区
　

　
民
生
・
児
童
委
員
が
決
定

　
菟
道
地
区
、
西
小
倉
地
区
で
欠

員
と
な
っ
て
い
た
民
生
‘
・
児
童
委

員
の
後
任
者
が
決
定
鳶
ハ
、
厚
生

大
臣
、
京
都
府
知
事
の
委
嘱
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
民
生
・
児
童
委
員
に
選
ば
れ

た
の
は
次
の
お
二
人
で
、
任
期
は

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
三
十
日
ま

み
ん
な
で
防
犯

明
る
い
新
年

年末年

始防犯

活動実

施中

年末貸し付け
12月18日まで受け付け
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